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内 則
容
の
概
要
等

（ （
土 土 （
地 地 廃 （
改 改 棄 地
良 良 物 域
指 指 対 保
導 導 策 健 発行
課 課 課 課
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水漁漁

林海海

産港港 号

全 区

部保保 港

務岸岸 漁

漁域域 に

港区区 域

漁全

、項 海

課事 る

村の 係
月
三キ

十
一タ

日

イ

金

曜

次３

順び

を及

点１

各の

線順

だを

ん点

結各

にの

囲ん

り結

よに

に次

メメ 谷ト
のーーーー 石ルメメ
トト

ルルルル 番番番点トト

２東東のののの ののの

ト 谷

角
東角角点点点点

ルル 石ト
のの

ら
か
角
西
南

番点点

全

海次 保

北を 岸

方
の
度

の

島北う 域

渡よ 区

道の
知め 定

庁道改 指

支海に
堀 一

知。 の

び事る ）

及
場 次

役 を

町 部

内

日

たに

れ線

まだ

レ
ブ

ラ
サ

４

区よ

申申申査
約 審

アイウ契
っを 書行 請請項 請を

条

３

類

者か 認条

はの

を付、審 条 総造定件こ

ン所受一ア査 の の ト船

の 札 数内け般かを ５ 入

にた競ら申

向
２

ー
メ

履履札の平理道

入次修
資行

達にい成のが

調
を参ず

を指

す加れ年格う 行行

う

備 よ

に達 の

るすに北

協１

に置
え也

北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成調 告

達
札

おこ用 示

りのを年を に 第

一入受５す 付

種
ド

ッ

般札け月る

提とす

のた示 のの

鹿
青

期法先は所

出き場 時方

結

平申け郵北電査
審
、

番道番果

成請れ便海話

書ば
ら産申

年類な号水号を

５の

請 林 月提な
出い－務－者

は

乾ア争ウ請 ２

ン地 ドル入まし の ト、

け 定 型方 ッミ札でな 規

加定れ に 船自 ク修参に

は技資めば よ 舶治 又繕
乾術格るな る 法

船行 ド者のとら 条 鋼施

い 付 ）令 ッを審こな 件
一 のク有査ろ

準るよ 般 修昭 にすに。

のずこり 競 理和

す競 期場 特るも海有名

役に当告る争

定者該道
と札

務日所必す示こ入
。に

の要る第

仕なこ
。又す

様平造資と号関

所はる

等成船格

を

入９成名

年平指

札月

年停 説

す
特 競にる 号る

務

入る役 事

争係。日定

達の

札調項
及

下、称

以は名
び 入

と月
」４量

札年数

い

に

町
別

門
級

２
毛

部 日先。

通 資－ かの
ら指源知
す ６示北管

る

よ道課。

月に海理
内

ま作幌線 日り札

で成市

し中－

た央

ると、 争

書３

請北

申区

の 札 政 力設。２ 入 年 能

で 令 を備
っ特及 あ 第 持
種び る
の 号 て

掲 、 以 る架に で 。 い上
びる 札 と及げ 入 下 こ台

」

路格 参 令

斜資 に 政 。

書海さ

明日北止

）を 加

な

る示い

よ告て

に道れ

規。

にと

号こ

９い

。第

。マ業

う日漁

船
る

す
定

ほ

実シ船

をケ締

）ラ取

る作海と

すで北く

施ュ
れ事修

さ知架

。成道上

会
限

有

府事

政堀工

た理

生
新

社

一フ

八ァ

八

出丁

提６

を西

類条

ム
ー

す よ い

を有 し と

な
し目 ）

、か と 。

しる うう

有 の
舶

、
つ第るう

かど す

に達式

達一

調

は
又

造
建

る
す也

関



に入る捨税相

号ア

平 掲札落額て事当

成 札 げ金をた業す

十 決 る額加金者る

四 定 入等算額で金

年 に 札にし）あ額

五 当 及係たをるを

北 海

８９
っ

務 交入開

落財て契要そ

則の 者書 規札 札

札約

に 効の 第時 有 の作 付
決成
な
入 条 定の 方お

道 公 報

７
と札交

保和る入

証入
保 を北ろ明

札 金年こ説

付道よの

証 納海に書付

則。付場 の す規る交

金
る

第

６
入

に
札下 札

入開開入以
税 し

費 加 保消 参 札札札

等 よ 証 日場日

号

５

道道執

海海札入

北北入

市林場

幌産の札 札水行

央部及場 中務所

月 た びる金もか入

三 っ こ消額っ免札

十 て の費て税書

一 は 公税当落事に

日

価者載

、 告等該札業記

定取額格です

入 にの金

るこ

書 め扱にとある

札
に るい１す

金

未のを。

記 入円るかと

載 札

曜

れ 関の、わ

さ に満で問

に否他 １て 札 方要 第い

規に る の２ 限 項、 法法

。
よす 場し に定 の） 定規

交を 定資 で者 りる 所た
予有 す札 たを 付落 め格

関所

付 こ第に

納

し る者

の と

北北電

除。る

免 。号す

番

納下項海海話

、以事

付道道

法務幌産

方財札水号

等規市林

は則中務－

、」央部

時金と
」 う

－ 政と区資

者
う る

い す
と 時所

） 央成にには
。 室中平
同同、相 郵区

。。の
当 送北年じじそ

の
を よ条月者

額 に３７

含 る西

び

。 合丁積
む 場６日見

理
３管時

北源日所

区資
目札

丁道

６海

西課北

条

区
央

中
市

幌

日

金 る数札、

た す端入ず

に 件あ参積

額 条がに見

該 違とすっ

当 にる加も

額 しは者契 金 反きるた

入そ、金 の た、は約

札の消額

の

は端費の 分

、数税

５

い す 価な 。と 定

無金等

た 限し 制の 。 の者 る 格

務 で財 内、 囲札 範入 の

令い北源

の則 低規 最

第う３管

。条理

）西課
丁 の線 第６ 条内

７目

びか－ 及条
北ら
海第
道

っ
） は目午も

ま 務
条 財

郵北２た
の 、後

便海時契

番道約分

産送額５

号水郵金の

林にに

部る費当

－務よ消相

資場税す
以

北管はび額

源合及る

丁
６

西
条

３
北

海理、地

庁
道
海
北

目

を係 相の 効額に に分 階

と

当 す切る

１２３

。
るすり課に

定

安所立

保場指指アイ

施の 予伐伐

定木 林主主

価第
森、し の伐 定はと

格

定

も各

を条

北

森す 海

る平 道

予成

林
告法
定 示

で年 第昭
あ５ 和

定
の 則
で 規

る月

昭め
．．．

こ詳
の細
入は
札、

着消の

道課必方上
の入

市税札

幌）費入

札）
所約本の

契契日こ

アイ

関手及札

にの語入

約名

る

イ

議
会
号
１

す続び及

札あ一と

落でのこ

者員

て 採 業 とかに

者る部。

採 方 要 の伐伐 目の

林択
るす

在的件法よを

所に

前示砂と

松に土こ
。る

壊き

松部崩で

郡すのが

字限防立

町にのる

前分

。 号年
法日

律
第

号
）
第

条
２

の

執札
行説
は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

約

事お本契

るに日び 在

、

を称地て通は

務い国

北電す達

当用調

担使貨

る海便海話る手

す北郵

号語の

組道番道番言続

の産産及停

織水号水

び止 林 名林

なを免

称務－務－通等

者

者出業

たし事

っ申税
。る

落とい

、こが

はる
後しは

定だき

決たと

札

豊る備木

や落共

速、、

）、

岡。は
当
該 ・

立

１の

の木

一 所

八 以在

九

１
第

に町

筆市

２る

上す

道 り

海 よ

北 に
定

規
の

項
う

堀 よ
の

事 次

知 、

貨が 部 及部

有 資－ び資
所源源り
得 在管北管

る

札内 課道課。

地理海理
幌線

市
中－

央

業

に者企

か札同

３
北

区

企費

税同消

費共体

消が
税の免

課体等

の業税

等

者

者で業

業合事

事場税

係

いに

つ村

あっ申

であ

安
保

に

図町

の市

次る

て

指

也 を
林

達

、書

るて出

目
丁

６
西

条

事構出

税の提

免そを

か
業成す



平解場保た

森を
定１２

的

法除成除所安目

林解

予林 す
和予５保し

昭る年定と

定月安て

林指 年で
あ日の定

北 海

海
北
道 ウ庁

告 村立次経

示 木 森間の済

第

におの林

の 林伐と次部

整伐 備係り図務 採号

森す及及 の

計ると」課

画

道 公 報

１２３
定

安所立

保場指指アイ

施の 予伐伐

定木 林主主

採 業 森、し の伐 定はと

の伐伐 目の

林択て

第

定 北

森す 海

る平 道

予成

林 庁

告法 次経

定 示 の済

で年 第

和 おの林あ５

昭 と次部

り図務る月
。 号年 と」課

す及及日

号

村立
ウ

平木 森間
成の 林伐
十伐 整に
四

採 備係

年
の

計る

五

。在れ

律る所さ

法 画森

第

郡の 第

田砂 ）亀土 号

恵流

第

字防 ２

町の の

山出 条

で林るびび 限

浦 １

日備

定は度。松
と役

る次の町

め、次前

伐おりに

準とお場

標の

、置

齢とはえ

期り」備

の。略て

上る省い

以す

よを

所に採 方 要

もし縦

公こ
。る

るす

在的件法

松

衆と

郡のが 、 前

保で 松

は

西木

字立

町る

前健き

第 。松

律 るびび

法

館

次前
の町

りに第

お場） と役号

」備

第

省い２

、置の

はえ条

し縦２

略て

月で林限

三定は度

十め、

一る次

日

齢と
期り

伐お
準と

標の

金

上る
以す

曜

項

も
の。

の

海に よ

北図 に

の 定

次 規
の

事部 次

知す 、

道示 り

。 保

る に

限 う

堀に よ

分

す

すの供

とそに

の、覧
関
び）
及。

。面る

る図

、

海
北
を
類
書
係

当
該

所 に 海の 図 北木 の立 次
分る 部 事す す 知在 示 道

覧項

に る村 限町 に 堀市

図す定

の供規

そにの

、

、

び）り

及。よ

面るに
に

をう

類よ

書の

係次

関
海保

北

日

の
林

達） 安

。
る

す
と

の

４

指

也

保た解え解場

備

安目置除所

とのて定

除 林的次い予

３

支
島
渡
道

し図縦保

保た解え解場

備

安目置除所

とのて定

除 林的次い予

、る ） 達係 。

し図縦保

也市
町

２

、
保た解え解場

備

安目置除所

とのて定

除 林的次い予

島を

渡林

道安

し図縦保

定１

支指

北

森を 海

解平 道

除成解場

林
告

除所

法
す 示

る年予 第

和予５定

昭

解置
え

３

定月保

い
」に の図覧

の縦

除次て

理

指はに林

て」覧安 の

る在

さ省す所

定、供の

農そ野

、）
し。

れ由略

別

の用図郡

害道の付

風

す北町

備とを海

防地面

理

指はに林

て」覧安 の

る在

さ省す所

定、供の

そ上次

、）
し。

れ由略
図郡図

害路の川の

風道
を水示

防地面清に

の用

」覧安 の

す北町す

備と

定、供の 理

指はに林

て

。

れ由略る在

さ省す所

風土そ河

、）
し

郡 の改図上
東 害地の以

追 備事を筆
鹿 防良面２

町 業北に

安 で 号年
第。所

律るの

法あ日林
在

知５ 第

空上 ）
号

郡筆

供

町い ２

幌つ の

南に 条

）

由略。
省る
、す 理
は

由面
理図
定の

指そ
、

し

西

る海中

滅海
消北

のを

め十別

た道
勝

庁の 支
経

示 課に 務図 林の 部次 済

道羽分

る海字部

びす 及

限

め十帯に

た
勝

る

済・ 経） １ 庁。 の 支
部

課
務１

林の

道い
北 用海つ

び上

及以

北 す知次 追 と空て
鹿 地

る支の

済示 ５ め経に 線 た庁図

部す の

林部
追

及限 鹿

課に 北 務分 ・

て 第

びる

次 ２
定

・に 規

３図 の

のの 項

示
す に北

に 、

道４分 り

海の部 よ

限 次

知・
事

る の

） う

堀・。 よ

部
済

経
庁
支
島

渡
道

一林

九務

〇

町に 水分 清部 恵
び
及

課

筆

鹿２

） に。 場る 役限

北

にて

場い

役つ

町に

追

南。

幌）

場の

役５

町線

に

に
安

・ 保

達

林

也 の

備
に
場

役
町

山

指以



法１

成解場

林第平

農律
水

平 除所 産号成 ） 大年予

十 第 臣５定

四 か月保

年 安 ら条五 、日林

北 海

北 ２３

海 え

道 在保た解置

告 場安目い

示 除 所林的次て

第

し図覧

との縦

の て」に

号

定、す 理

指は供

道 公 報

定１ 北

森を 海

解平解 道

除成除

林 備

告

に

法 え

す 示 置

る年係 第

和 て。５る

昭 い
縦月保
安 号年 覧
に日林

第

５

え解場保た解

備
置除所安目

て定との
除 い予林的次

は

覧安て」 の 縦保し図

に林指

号

保た解

安目

」 の し図

との
除 林的次

の 指は

て

月 規 次の

三 定 の所

十 に よ在

一 よ う

日 る に
のが 林市 知 安別 通 保
あ金

た 定有 っ 指国

曜

略。

さ省る

解。 。 を林

の

上霧指そ
、

し）

れ由

防由面

筆の理図

２害定
滅海

い消北

つ備のを

に
所

律 供の

法

の釧

次道

て

る

第 す
。

郡 第

岸 ） ）厚 号

厚
別 １

字 第

大 ２

町 の

岸 条

略

す所さ省

供の定、 理
道そ

）、

。し

る在れ由
用図

付に害路の

野図風

とを

別す防地面

郡示の
にる海

町分す北

海部備

さ省

定、 理

川限た道

泉

路の

風道そ
、

し

れ由略

備とを

防地面

の用図

害

た道
る海

す北

日

北示

予に

る図

すの

除次

る知分

あ道部

で海す

定
林。

森堀る

、限

旨事に

す経

示庁

に支

図路

法）

る課

限務

に林

分部

部済

の

寒 項

町
岸
厚

）び

。及

別 よ

北字 に

村 定

牛 規

辺
事牛 次

知辺 、

道寒 り

海

の
保

・ に

７ う

堀の よ

るめ根

）支

の。室
経

・庁
林

７部

の済

に別

筆び

２及

上課

以務

部
済

経
庁

支
室

め根

つ海 海
別
び
及
課
務
林

也

和
昭達

５

年

所安目

い解場保た解

置
覧定と

除 縦予林的

て除

４

備
に
場
役

に保し

い解場保た解

置
て除所安目

覧定との
除 縦予林的次

に保し図

林

達の 安

也 の
３

指以

い解場保た解

置
て除所安目

覧定との
除 縦予林的次

次場

て役

い町
に保し図

２
のに

い解場保た解

置
て除所安目

覧定との
除 縦予林的次

に
場
役
町

に保し図

保た解

安目

ての し図

との
除 林的次

さ

るの定理

す林指

供安

路

上水道

）在れ由

。所

んと

上か地

郡の用

川源

は

供安て」 の

町養す

川

さ省

るの定、 理

す林指

そ
、

し

）在れ由略

。所

の用図

内砂路の

岩土道
北

内壊とを

岩崩地面

郡

指は

供安て」 の

町のす

所さ省

るの定、 理

す林

道そ
、

し

）在れ由略

。

郡の用図

牧砂路の

島土

す北

牧壊とを

島崩地面

林指は

供安て」 の

村の

。所さ省

るの定、 理

す

霧道そ
、

し

）在れ由略
面

市の用図

室害路の

根

防地

て」 の

有す北

国備とを

れ由略

さ省

定、 理

指は
理図

源定の

水指そ
、

し

養消北

んのを

か由面

の

る

図
の

次
。
林
有め

国た

一 に

九 示

一

防る海

に
分

部
す

林

林産

有め水

国備た道
課

に山

図治

の部

次務

。

海

に内

分岩

部び

す及

示

防る
林

林産

有め水

国備た道
課

に山

図治

の部

次務

。

海

に牧

分島

部び

す及

示

の産

次め水

。た道

林る

部山

す治

示部

に務

図林

。室

る根

限び

に及

分課

山
治
部

務
林

産
水

道
滅海

び
及

課

場

る役

限町

）
。
る

限

別

場

る役

限村

え
備

）に

。

に
所

役

）市

え
備

）に

。

え
備

に
所

役
市

え
備



９
解場保た解い

置

除所安目て

定との覧

除 予林的次縦
す

安て」供 の 保し図に

林指は

北 海

８
解場保た解置

え

除所安目い

定との縦

除 予林的次て
供

安て」に の 保し図覧

林指は

道 公 報

７
解場保た解い

置

除所安目て

定との覧

除 予林的次縦
す

安て」供 の 保し図に

林指は

第

６
解場保た解い

置

除所安目て

定との覧

除 予林的次縦
す

安て」供 の 保し図に

林指は

号

い
置

平て
成次縦
十の覧
四図に

年」供

五

さ省。

の定、る 理

はす

農そ
、

し

在れ由略）

所
郡の用図

津害道の

標風

す北

津備とを

標防地面
る海

町

省る

の定、す 理

国た道

、
し）

在れ由略。

所さ

用図

津害路の

標風道そ

標備とを

中防地面

郡の

た道

町る海

津す北

）

所さ省。

の定、る 理

野風農そ
、

し

在れ由略
地面

郡の用図

付害道の
海

町す北

海備とを

別防

る

省。

の定、る 理

国た道

そ
、

し

在れ由略）

所さ
の用図

川源路の

上水道
北

川んとを

東か地面

郡

る海

町養す

国た道

月、る

三省。

十略）

一し

日

面
図

の
そ

、

金

北
を

曜

務

。林

林産

有め水

道
海

及

示課

に山

図治

の部

次

役

限町

に津

分標

部び

す

。務

林林

有産

国め水

る

示及

に課

図山

の治

次部

限町

に津

分標

部中

すび

部

次務

。林

林産

有め水
び

す及

示課

に山

図治

の

水

る役

限町

に海

分別

部

の部

次務

。林

林産

有め

部び

す及

示課

に山

図治

る役

限町

に川

分東

日

び
及
課
山
治

部
務

林
産

水

え
備

）に

。場

役
町
川
上

理師

４容

用法格
師 収使資

容 事の

のの 業認

用

に

。場

る役

講 部部

昭定

種事

都を
業１２３

備

）
可成市類業

市認平施都
計及の

行 計

者 画し

事名行 の 法た年画び施

。５

備

）に

。場

月業称期 名

え

道
海
北

常地置で

告 呂戸 先

示 郡町

第

戸置 川
置字 河

１２３
え
備

）に

。場

敷

のか平道路道区

そ日
の

の線の

関ら成路路

係２
間５類名域

図週年種区

更

え
備
に
場

は、月

面

北

道し 海

、 道

同
路
告

条
法
示

第 第

和２
昭

地分分習
和 項

勇なし
法と

年会

公

郡指
第 払して

律

厚定

表。 第

町た ）

真し 号

町

称の間

昭

の
条

和

日

律真小成

法厚苫平

年
第町牧
圏年

都５

）

市月 号

計
画日 第

公か

町戸

園ら 条
号 地 字
）
ら１ 戸か番

置

地 常
郡ま

呂 番先

別
の前前後

後

、一

訓

海の道戸

北般日道置
北間

設に府

建覧子

道縦
。変

路る線

道す見

部供
及
課前

備更

整
の 号

よ
第に

律定
法規

年
り

の 第
路 ）道 号
供

項
２

第
４

開 １
を 第

用 条

の

告

第

講
の

次
、

り
よ

に
定

規

項

業成 １

事平

に

２月 定

・３ 規

２年 の

北・

日 よ海

ま り

町 の表 事 次

知で 、号 道

お公 堀 と

らでらで

かまかまかま

らで

走幅

網の 道

地 海
北敷

び
業知延

現道

木海

土北員

の
始 項

え
備堀長

に
所事

、
り

よ
に
。 定

る 規
す

一道

九路

二

理
理

管
を

会
習

を
域

区
の

重

事

也 画
計

達 市
都

り園

等

て達道

い国

置

間
区

複 お
と

の
次

示の

告也と

、

変
り



は海幌込

又北札申
６

平 、道市受

成 美中付

十 容央期

四 業区間

年 生南

五 活２

北 海

開講申財札

１２３４５
込 会法市 習 習団幌

講主

区

名理央 期 の人中 催催

美４
師北

称者地間先容

道 公 報

成

容 札申の平

美師

６容
師 幌込資
法 市受格

中付認年

和 区間講月

昭 央期定５

南習

２会日

第

開講申財札又北

３４５
込法市、道 習団幌は海

区生

理央容 期人中理 催

美４衛

師北活

地間先容

号

会

成習

平講主
１２

催

月称者

５名

年の

日

月 衛条平

三 生西成土

十 曜 同

一 業丁年日

日

日

合月び

組目８及

北
道日

海日曜

金

容）除

理月を

曜

札平容条

容ら。

美かく

理団幌成師西

管財

試 美法市

研目

容人年験丁

師理

セ－

資容月月修１

格師８

定容タ

認美日日ン１

））北海

講師火火ー北
道労

会験かか海道

習試

法 条平と
年

研らら

曜て
律 西成土し
第

丁年日指

目７及定
第

北１日た ）

月びし 号

海日曜。

道日
く３

容）除の

理月を条

平容条生
容ら。第

美か

業

幌成師西同

札

試 市

１

９９研目合

年験丁組

セ－

月月修
タ

日日ン１
海道

））北海

火火ー北

理団
管財

らら道労

かか

格師
資容

師理
容人

理法
会験

習試
講師

定容
認美

研

日 ） セ
タ

ン日
ま

２）
ー月

支働

で

修
ン祉

セ日日部福

ま４

ー））館

タ木木会

ま

）２

間
日
び６
及の
でで

セ
タの

ン日項

ま海 に

２）北 定

ー月規

堀 の
次

事 、

知 り

で道 よ

支働

会
習

講

祉

日日部福

まま４

））館

木木会

セ
修

間
日
び６
及の
でで

１

堀
事
知
道
海
北ー

タ
ン

規 北

地定 海

に平資 道

よ成格

方
立

及

自
り ア治
、年び イ

一５調

法
ヌ

般月達

施
民

図 者

覧 請
対申縦

３４５

理
管

達 を

所の 住書 象の

建１２

美

也

北

建築

３

海

物平認認 道

を成

築 開

日基 発

認 高定 準 許

定年定 支

し５

法 可

庁年 年

た月 告

開れ開所

都は
事１２

月

計完成発る発及

市、平

区地許び 画了

のを名

法し年域域可氏

た５又

也
達

。月は名受 告
庁
支
川
上
道
海
北

を

行
競 族令
争日す 文

入る 化

札物

昭
研

に品

和
究

参北等 セ

加海の

年
ン

す道種

政
タ

る立類

令
ー

者ア

第
告

にイ 示

必ヌ

号
第

要民

。
１

名所

氏場

び覧

区及縦

以

域セ道
立

ンア

内内内海

静静静北

イ 郡郡町道

タヌ

内内高

静静長日

民 町町沢支

ー族

番

昭

緑御田庁

。 示和 日

日月 第 及

５

号日

年 び

号

第平

第
律 号

法 番

成 平

号 成

年 ）号

年５ 第

５月

条 月

工称け

昭
和

日区た

第
律ま住

法含の

年に者

上上東
町 第

郡郡楽 ）

川川神 号

東東

神神土

楽楽地 条
第
示

号 支

庁

な族 号

資文

下

セ

」定究

令を研

政格化

う。タ いたン

とめ

一 。ー

九 ）所

三 第長
谷

町幸経

条

文 ７町房済

告化

目丁建

丁３晴部

研 目設

示究

課

１番導

番２指

、
号及

内

、静

番び
町

日 第

経 番

定

建海 規

上北 の
項

日２

高 よ

第日 に

設道

の

号長 次

３庁 、

－支 り

南発 １

町町開 第

お

眞 と

北神条社 の

東１公 項

字

１理 定

海楽西 規

道
川２目長 よ

上番丁事 に
の

庁か番関 次

支ほ３ る

２崎 長
吉定 発

筆号 開

第治 行

告

示

済

の

之 項
１

一 第
５

本 の

の

篤 定
一

田 り

課
設

建
部

区 関

工 に

田２ 為

数

弘 複

工

一 る

） す

洋



申資前申資申

午たアイ

書出 請請

格９格請提提
先 査か査類先

出 審時審
提所 の のらのをの のの
後請出在 名 時方 申午申

請

北 海

４
格

法い掲及め資

年つに

協い審

律てげ経中びて

産企業る査

第はる済小

、資
当格業業組との
請 ）該要局等合き申 号

同あの 第中件長協に。

小はが

道 公 報

３

約政道平平下

契資中以
企 締令が成成格小
中 要業 結第行
う年年件小 等 の

指５５企
同 め名月月業 条の協 た

等 特 の に競

第

２
品令 い

契資物の政

資次
れ 等

第 ず 格
に
該 種の も条 要 の

号

成約り

平契よ
るに

平に調

成年係達
十度るを
四に一す
年お般る
五

は５法はす称地

い競物

北

平ま次こ

、時、る

期

）掲に海海

成でにと北

るり立札

年のげよ道道
イ市

月に申行ア幌

５間
し請わ
類け民央

日な書なヌ中
文北

られのれ族区

かけ

、行組っ時 ３

６ば提ば

は 第業適う合て期 条企
協し公第、 １等用官法
適条立 第
同な需３設 項

際 号
合。格第の ７
組い

資 掲
は合号に に
又組４

を る
業証掲格 げ

協のに

組

合をる有 協
組明げ

同 第合 必争日日例協 ４
札前お組 ２法 要入直に

項 な

納て」 に昭 同にのい合

をす期引と よ和 意関
り

ま続う 競年 得る限きい
律 い名でき。 争法 て指

年及 札第 るをの２） 入
者停道 へ は止税以び

当４

参 含さを上中 号 の

こ項 る１ す第 約格類件

平ピパパ
ソ。規 ー 成ュ資ーとに

ー格 ソ
等とルす ナ 年タ」ナ定

ン者 コ 月のいコる ル ５
賃う ン

日貸。ピ

契ー成 ュ に借）ュ未 ピ
ー 一

月て争品

三北入等

十海札の

一道に種

日

イす、

ア加は

立参類

民者に

ヌる

金

文必め

族に定

曜

出な化１

研なも

化要る

ら先ら研条

月な

、いセ７

日なにな究西
タ目

で。当。ン丁

まい

該
先務レ

曜出総プ

土提ー

示１

び指ト

及の課ス

日

企す 業

日よ７

曜に・

日

組者 合
次す業る 組

が有

いと合で

のる

ずきあ 以
か下も

れ。以る 下
にの 協

成 合
当業構 組
該企が 業

と」の と
る合員 」

す組

まれ滞そ小 ）

きと過 い
業 ３ を れて納の企 第 加
なて業団 条 排 ないし事

規 さ 。いいを体 に 除 い

いん組 定 れ ）こな営の

い な。こで織 す て でと
。る関 中 る いといに る

とる 企 で とこす 小 者 こ

タ年

律 等 い。法 業 な 。

の 争、 等 競等者 タ 般約

人 借 の佐 貸 札補 賃 入被

行被 に

をは 約

告又 契 公

資

ー人 る

パ助 す

う補 関

ソで

日

る

ンはす

セ格と

究資の
。

タ、
も
しる
結め
締定
がに

ー

り

る、
すし
とと
うの
よ

２

。し

く成階

除作５

を

ュ
等

調契納札成タ

入平ー

達に

す加北賃

を約入参年の

、い半 う

る期場す海貸

）占

の。を ）
２う数 。

１

に
北

次 海

の平入 道

と成札調パ 立

に達ー お ア

り年付をソ イ

一５すすナ ヌ

般月るるル 民

協 こ

和 組 。昭 同 と

合

６７

資資に有資格

資約資資
有

格効 の格係格格を

格

一１のす の期 有のるは

格

期効般のる 有間 効有

ルっ

ナあ

ン下、

コて 以

行格再再成

をアイウ作
請た 申 う資中を企申し

す組を申 請

こ格小有業

が有業る合し請

とを企

当
５

め約
定契
に該

請 査い 申 審の

格再次

資

者立契

賃る道借

れ のず

必イに

物にア約

借間所

す

等平囲が北要ヌ関

品

資族る

の成内有海な民

でり道 仕

化格

様年、得立格文資

成。イ研を

等７平るア
ヌ究有

月
１
６族ンる

入日年民セす

事賃コ
札か

競 族

争日項借ン 文

入物ピ 化

札品ュ 研

等ー 究

以北のタ セ

下海名等 ン

道称 タ

入立及 ー

札アび一 告

」イ数式 示

とヌ量 第

い民 ２

喪者 効の

及間争にが 期更

間期競

めに

び間は入新定失２

契定

該資のる規

当、札

にる

間を札約す

期格落

る格

更す定係資
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般月達に資

施
告

規
の 料こ
附

則
は 則

、
平

紙
用

手数 注

※ の

証 大

件

のの種 務等要 の 役 き

オ

手は
達類

調種約格類

ムン約ン

続、平テオ契

成
用ラにラ

の
特に

ンすン

例定年ネイ関イ

る月トシるシ

をめ５ッ
ワス資ス

定
めも

お格

行

るの日ーテ格テ

を 競 示令
争日すいは 第

入るて、 昭
札物道 号

に品がに

和
政加の結め

年参等締定

第る類よも

令す種しる

者うの
る、

。必すし

号にとと

成

以要

年
６道

月
１警

か
日

察 ら
施
行本 す
る

紙
ち さ

ょ は

う 、円

付 日分

本の

工北印

格収

規道

業海
入

証 列証

紙 ４紙

政とにクムム ち 番裏を

ネ下ネ

令す一機用以用

る般器

平。競・ッッ

ーワ格ワ

成争サト資ト
とク 年札バー」ー ７入

令公置機い機 政の装ク
賃・。・ 第告の器う器

を
行貸サ）サ

オ契ババ ）

う借ーー 号
当

資に該

下な

に

令を北め約

政格定契
り

とめ道契よ

」定海る
達 う。察に調 いた警約

長一す ）部るを 。本係
般る 第

上競地
争方 条

部 。

告

示

ょ と）ち

う すょ

付 るう

。付
し印

印
割

、
し

証 て

紙 く

ち だ
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い
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八

条

ラ置置 ２

ン約装装 第
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ン賃賃 第
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シ
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５
格再次行

アイ資をア

平 申 審 提提のう資

成 査 出出いこ格

十

の 先先ずとを 請

四

再 のの のれが有

年

事 所かです

五 在にきる 申 名

北 海

４
格申資申資申

及め資た

請請

協い審格格請

びて
の査査類

業る査審審書

合き申ののを のの 組と

請出

時方 に。請申申提

あの請

道 公 報

３

年つ
てび経中

法 資中以い及
済小 格律 小下
第 企は

業中、に産企 要
等 件小当資業業
協 ） の協企該格局等 号

件が同 特第 同業中要長

等小

第

道道平の過、調

と置つ
実物

が税成賃去誠達

。

貸２ 行を

間履の

う滞年事年に品

し月をに行保

指納５業

競て１営おし守

名

号

令令 い締

の政約政

次契

れの
第第 ず結

にた

該に のの もめ 条条

月 称地請由該る者

三 当。の

十 す当

一 北北る該

日

引に

道道で格

海海者資

本市続る

察幌き係

警札

金

総央資業

部中き営

曜

はす
部北を相

務区格を

て期、、る

っ時期は法

、び成にと

は及平次こ
掲に 設方

行

の５るり

立法年げよ
請わ

際月申

に

のれ

格か類け

資日書な

行組 ３ 組

有７提ば

をら

業、う合 条 合 例協企は

組等適官法 第 法同

需３ 項 昭合協用公第 １
と組な適条 第 和」同し
組４ 号 年い合い格第 ７

律。は合号 に 法う又。
業証掲 げ 第）協のに 掲
及
び組明げ る

んいた点

中合をる 協 号

入る現でて者検

争い日

１あ可

札者在い、でが

なおこのる能

にでにる

こな

関
こて。にと者

すいいと
オめあ

指と、定。で

る
停ラ契こ

をンるる

名。

４４

さンと。

止イ約と

るな １２ す要 第第 当必
規規 と意 にの こ同 項項

るよ
て すに

得 定定 。を
者競

る 者り
い

含 成入
は 未争

日

う合

計条よ、

会２得続

るは

丁す又

７と併

課西

り

、よ

はに

の渡

も譲

目

月出な

査し

審継

格承

資

い

者日にな

る５先ら

す
るの該

あで当。

でま、
の

がし先

のに出

も間提

ばに

員れ示

成け指

構な

小が有企 業 ）

過なよ

の

る組 合 ３
企次す業 組 第
団いと合 条

業の

体ずき 以 に
組か下 定
のれ。以 下 規
織に 協 す
関当業 組 中

に該企 業 る
るる合 」 企

すす組 合 小
律きと い 等
法と」 と 業

ほ

いテを

てス類

れシ種

ッじ

こネ同

い用ぼ

なム
ク契

ーる

ワす

。トく

と

へ
ま 年札

・締

器を

機約

保加
い参 被
なの 、
れ 者

な 又除
で 人排

） 佐を
。

い
と 補て
こ 被れ

い はさ

再者

のた

で者

人る
。 助

２３
請
申

約海海話

入平契北北電

条道道番

納札成
に

を幌察

入参年項札警号

加北

作

半らり

場す海示市本

１
占。し

をい成

数な

に達ン達

札調オ調契

入

期

すすイす

付をラを約

はい う 協

るるンる

和２。 組）
昭、う 。 同

にの） 合

協 北

次な定

７

海

のおの平 道

と、適成

資資

警 格

おこ用 察 格を

りのを年 本

一入受５

有

部

般札け月

のす

告

６
装か

バ、

ーし

サ結

る

し格資資に有資

成資約

は

格効 申たの格係格

再

有一１ の期 請申有のる

書期効般の 有間 し請効

、こ

てい

っな

あで
よ

有業申 中を企
格再

イウ

業る合

企す組請

小

る道す中部－

所者警場央総

必本北部－ に察所区務

契要部２会

担資示西課

約な告条計
丁線 当格第７内

者
等号目

がに

品間

事物シ物

定定

指規

が

のムの

等テ等

項品ス
ネ様成内有

名用仕平囲
でり

称
及ッ等

平る

びト年、得

数ワ
量ー入月成。

ク札１

器明か９

機説日年

競にる 示 喪者

争係。日 第

入る

が
失２

札調 号

規達

に
す下、

定以は

る
資入

件と月

要」４

格札年

にい

効の

間争に 期更

う類間期競

提び間は入新定

とを及

資のる

る出当、札め

す

約

はな期格落契

者し該
れの有決に

、け間を札
るのる

のば更す定係

４
な新
続認まの

のら手と日も

者又
の

請いめでで

申な

業

同あ協法

協では方 等
の合

合も組

組る
資

組るる

業限あ

企にで
変有

除をを

を）格

合。

を

所格

場資

るる

すす

く

る
す

有

一 こ

九 と

九

・書ら月

。

サに平
を

ーよ成日

北バる

に

道置３度

海装。年限
当

警月

察一

部ま契

本式日該

当た間

月。期

長１で約

当。マ

該う日

ただを

上

ュ

い実シ

なをケ

し）ラ
。成

とる作

とすで

こ施
府

き政

とた

たれ

っさ

な

類旨する

書。たとあ

は

知、

提通。め

ののるた

、っ期

にあ効

先が有

出

新

提か更

該日の

当た間

更す

のの、

先１は

出ら

あもで

でた者

）しる

。

員

を成

格構

資の

るのそ
た

でし

者更

る変

すを

有

予す

の、長

原りし延

そ

男）のこ

都価算る

美単

を関

格に

資達

、調

範と

行

。
うる

失す

よめい

に定な

示にわ

指

成
構の

のも

作契

りる。

員
資



者契

イアイ

捨税

落で約名所

関 の た業札あに 分 て事

在 金者者る
とかす 額で

申事称地

）あになをる

をる相っ

北 海

８９

約開に入る

契要そ号ア

作げ金を

札 書掲札落額
算

時決 成る額加 のの札
に 要札にし

に定 の入等
当 否他及係た

お

道 公 報

１月

７
海 交交札のた

落北項当

財 付付の定の

道 者規り

規 場方定よ価

務 決に単

所法法定を

則 方り）

第

５６
説 札

入開開札札

入入入
の

金書 保 札札札証明
保

金免付
、交

証 日場日は

時所時

号

４
札入

入
平執
成行札
十の

四場場

年所

五

出を

もか当たし務

及所

るはる担北郵

っ免す者

落事金、こ当海便

て税

警号

札業額落とす道番

入決組察

価者を札。る

額で
とあ札定織本

する書後の部－

るかに速名総

のを記や称務

にび会北

で問載か及部

額

てた びる金

い

、わす

２て の費

、っ こ消

規、 告及該

には 公税当

す札 定地額

定入 にび金

資に る消１

る書 め方に

を載 札税未

格記 入費円

有さ に満

しれ 関以の

予て

和たっ

昭めも

北北電
場価札

年 海海話の定入

海 札警号所格
北 道道番

道 幌察で有

交１効 規 市本

す当入

則 中部－付月な

第 央総

るた札 区務－

号 北部。りに
の限 。 ２会

るす
す関

除に

成にに。る

区－平

北

同同事 ２
条年じじ項 －
７。。 西

月 ７
丁

午
線 目日 内
北

前 海
月び

三日

十時北場

一海

日

中る
市よ

幌に
札送

道郵

金

区合
央場

曜

ずる消所計海

２、
北は

地札

札、こ費在課道

入

市

参積。等幌

に見と税

た税央

すっ課中

加もの

２

は月業北

者１事区

る
りあ西

消たで条

、当者

端
等契か丁

税のる７

費

い金 る数

なた す下

のに 件費あ

者額 条消が

た該 違等と し当 に税る

札額 しとは 入金 反」き

入うそ 、の たい、

財札。の

、の数 の 規は）端 分 務

単る

無取金 ５ 則

） 内下 西課価。

以 条計
線 ７）
制た 財 丁のし

務 目

限者 規

者 と囲札 」範落 則のを
低る 。最す うでと い内
の。 ）

道）
察

警時

部る

務よ

総に

部送

本郵
着

電必
、

課は

計合

会場

話

日

目
丁号

７番
西便

条郵
北－
海
道

目

１札
部道
本海
察北
警

業

る額事

係金税

に約免

３

課の
道調れ件こ条

資さ条る
の 成をが達て付件

平格
有行をい一付 入
競般
札 年すうする般一

効扱額 に 第

北る指るこ

相 といを
２

。
各るすり

す切 条当

ン達に

調オ調契納札
入

イす加 約入 をラを参

達

価 第

るンるす

す

格
条

１

第１

北

次 海

の平入 道

と成 警札

お 察に り年 本

一５付 部

般月 告

号
番）

ここ詳

のの細

入入は

札札、

央
札中
入市
階幌

及の入

会
続び
手及
の語
約本
契日

争
、 海こ名賃と争競

は

物札入
地 道と競借。入

自 示入品参札
方 告。争

に関資あ
治 第札に加で
法

す、のの
施 号関し格る

査、
令 びる迅審で

行 及
平指速
をア札
昭 成名な入
和

年停フに

借ス借者 期場 賃シ賃る

品ム品間所必

物テ物に
契資

名端仕な

の用の要

範る約格

称末様平のす
囲こ担

及装等成

び置
入７でが者

数年内と当

量

８平りが

式札月、有等

説

す

競 示る 争日 第

入事

札項 号

以
下
入
札
」
と
い

び執札

契行説

約は明

は、書

、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等

使貨
て通
い国
お本
に日

言
号る

番す
話用

電
語
び

－及
通 －

政 海さー加
年 北止タ参

第 告てーよ
令 道れサし

示いビう
） ９い及す
号 第なスと

にとメ者 第 号こびる

規。ンは
か ５

すナア の

定テ、 条

日成得指

物スら の

るン

る定

１明
月書か
よ平７る

当にら年。す

７所

りる成月場

た
の。

度

）月限

価３を

単年日
。契
で該

ま当
日に

う
。
）
を北

実海

施道

す警

る察

。本
部
長
上

が
有
り
得
る
。

貨
線

内

二
〇
〇

で 規

の体ま の

品のウ ２

借整定 に

貸がに 定

賃制 し間
だ期

た約

の備よめ 算長
予延
、を

原
美
都
男



９

た

落北項当契要そ

１月

札約 海の

平

者書 道規り

成 財定の

十 の 務に単 の作

四 決成 規よ価

年 定の 則り）

五 定を

北 海

７８
便報

便 札交交郵電

入郵
よよ に 付付 明にに 等 説

場方 交入入

よ のるる

書
付札札 る

道 公 報

５６
保

札入入開開札

入入入

の金 札札札札 行証
札 執

証 場日場日 所、

場は 保

及免

第

４
約 審海海話

ウ契北北電

を札警号

条 申査道道番

書行幌察 項 請

を 類っ市本

す

のた中部－ 示

提と央総

号

ろ
こ申申

と。
るいアイ

、
りのの よ

に請請

方要月 昭めも

三 和 法たっ否他

十 予て

一 年定入

日

海格
北価札

道有

則月な

規１効

金

た札

第当入

曜

にはは 入

。の限

号りに

め

す認認

関所法札、、
なな

るめ

海海話のいい

事北北電
警号所

道道番場。。

項
幌察で

札

交 市本

す

中部－付

央総

る

時所時金す

び除

－ 区務

。

時る

日所

同同

海海成にに

北北平

道道
幌察６。。

札警年じじ

市本月

中部
区階

央１日

場

先は所北部－ 出き区務

、２会
内 け札北査西課

審条計

市道果丁線 れ幌海結７

ば
な中警を目

ら央察申
総に

い北部者

な区本請

期法

２

時方

条務通

。２

の

書

げ成請

掲平申

に
る

出

を月提

格５の

資年類

有
るかの

す日先

日

））

下価。

以単る
を 規限者 務制た 財のし

内者 と囲札 」範落 則の
）低る 。最す うでと い

北部。

の。

２会
丁線 ７内 西課

条計
目

２札前

北入午

条会
西場時

７

る

７会す

西部知

目
丁分

６示

から指

目課。

丁計

の日り

か５よ

う月に

ど
申た

をし

査で成

審ま作

れを

け類

な書

し請

請申

価 第
格
条

２

第１

格 借令 い

資賃の政

資次
れ 物第 ず

品

規１

に

定契

に平資平者に

定る
必め

よ成格成に

及 り

調度なも

、年び年要る

般月達に資の

一５

北

地 海
道方 イ

警自 ここ詳

察治 所のの細

本法 入入は

部施 札札、

告 及の入

者契

イア

る捨税

落で約名

をた業札あに 分 額て事

加金者者る関 の
とかす

な

らし

な出

ば提
算額で

な

金

札掲札落

開に入
号ア

入等

時決 る額

の札 げ

件当４ 該 種の も の条 要

とボこ項 る１ す第 格類

。規 置タいタとに 装ボ

す

賃電。電定

のンうン
送者

借転転る

貸話）話

約装装

契送

をお格と 競

て、る約

争日すいはす
。

入る
締定平

に借がに

札賃道

加品結め成

参物

すのしる

者類うの５

る種よも年

にとと月
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